
(57)【要約】

【課題】　自動機によって釣糸を平行に巻く作業が容易

で、使用時には、釣糸を傷つけることなく円滑に保持開

口に導入できる釣糸用糸巻の糸止めバンドを提供する。

【解決手段】　釣糸が巻着される糸巻本体部１の胴体部

５に対して、弾発力によって嵌合される糸止めバンド２

であって、釣糸の保持開口２０を形成したバンド基端部

には、バンド本体より肉薄の部分が保持開口２０に至っ

て形成されている。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 釣 糸 が 巻 着 さ れ る 糸 巻 本 体 部 の 胴 体 部 に 対 し て 、 弾 発 力 に よ っ て 嵌 合 さ れ る 糸 止 め バ ン
ド で あ っ て 、
　 釣 糸 の 保 持 開 口 を 形 成 し た バ ン ド 基 端 部 に は 、 バ ン ド 本 体 よ り 肉 薄 の 部 分 が 前 記 保 持 開
口 に 至 っ て 形 成 さ れ て い る 糸 止 め バ ン ド 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 バ ン ド 基 端 部 に は 、 バ ン ド 本 体 よ り 左 右 幅 が や や 狭 い 幅 狭 部 と バ ン ド 本 体 と に よ っ
て 釣 糸 の 保 持 開 口 が 形 成 さ れ て い る 請 求 項 １ に 記 載 の 糸 止 め バ ン ド 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 糸 止 め バ ン ド の 先 端 部 は 、 糸 止 め バ ン ド の 進 行 方 向 に 向 け て 緩 や か に 肉 薄 と な る よ
う な 傾 斜 面 に 形 成 さ れ て い る 請 求 項 １ に 記 載 の 糸 止 め バ ン ド 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 糸 巻 本 体 部 は 、 釣 糸 が 巻 着 さ れ る 胴 体 部 と 、 前 記 胴 体 部 の 両 側 に 立 設 さ れ る ２ つ の
フ ラ ン ジ と を 備 え 、
　 一 方 の フ ラ ン ジ 内 面 に は 、 釣 糸 の 導 入 方 向 に 向 け て 順 次 フ ラ ン ジ を 肉 厚 に し た 傾 斜 面 が
形 成 さ れ 、 且 つ 、 前 記 傾 斜 面 の 下 端 に 形 成 さ れ る 段 差 が 、 前 記 胴 体 部 の 外 周 面 の 接 線 方 向
に 沿 っ て 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ３ ま で の い ず れ か に 記 載 の
糸 止 め バ ン ド 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 自 動 機 に よ っ て 釣 糸 を 平 行 に 巻 く 作 業 が 容 易 で 、 且 つ 、 使 用 時 に お け る 釣 糸
の 引 き 出 し 動 作 も 円 滑 で 釣 糸 を 傷 つ け る 恐 れ も な い 釣 糸 用 糸 巻 と そ の 糸 止 め バ ン ド に 関 す
る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 釣 糸 を 平 行 に 巻 く 作 業 の 容 易 性 を 考 慮 し た 技 術 と し て は 、 例 え ば 、 特 開 平 １ ０ － １ ３ ６
８ ５ ４ 号 に 記 載 の 釣 糸 用 糸 巻 が 知 ら れ て い る 。 ま た 、 糸 止 め バ ン ド に つ い て も 、 従 来 か ら
各 種 の 形 状 が 提 案 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ ０ － １ ３ ６ ８ ５ ４ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 特 開 平 １ ０ － １ ３ ６ ８ ５ ４ 号 に 記 載 の 釣 糸 案 内 部 の 構 造 で は 、 １ つ の 糸
巻 本 体 部 か ら 隣 の 糸 巻 本 体 部 に 釣 糸 を 渡 す 際 、 必 ず し も 円 滑 に 動 作 し な い 場 合 が あ っ た 。
す な わ ち 、 釣 糸 の 導 入 方 向 に 向 け て 順 次 フ ラ ン ジ を 肉 厚 に し て 傾 斜 面 を 形 成 し た も の は 、
平 面 視 で 三 角 形 と な る 単 純 な 傾 斜 面 を 設 け た に 過 ぎ な い の で 、 径 方 向 に は 釣 糸 を 円 滑 に 案
内 す る こ と が で き な か っ た 。 ま た 、 釣 糸 の 導 入 方 向 に 向 け て 案 内 溝 を 形 成 し た も の は 、 使
用 す る 釣 糸 が 変 化 し て 案 内 溝 の 大 き さ と 釣 糸 の 太 さ と が 対 応 し な い 場 合 に は 、 釣 糸 を 案 内
溝 に ま で 上 手 く 導 入 す る こ と が で き な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 糸 止 め バ ン ド は 、 釣 糸 の 残 量 が 多 く 径 方 向 に 釣 糸 が 厚 い と き か ら 、 釣 糸 を ほ ぼ 使
い 切 っ て 径 方 向 に 薄 く な っ た と き ま で 、 釣 糸 を 押 圧 し て ほ つ れ を 防 止 す る 部 材 で あ る の で
、 あ る 程 度 以 上 の 弾 発 力 を 持 っ て 糸 巻 本 体 部 に 嵌 合 さ れ て い る 。 そ の た め 、 バ ン ド 基 端 部
に 形 成 さ れ た 保 持 開 口 に 釣 糸 を 導 入 す る 際 、 釣 糸 が バ ン ド に 接 触 し て 円 滑 に 移 動 で き な い
と い う 問 題 が あ っ た 。 ま た 、 釣 糸 を 移 動 さ せ る 際 に 、 釣 糸 が 擦 れ る の で 磨 耗 の 恐 れ が あ り
、 保 持 開 口 の 入 口 が 狭 い 場 合 は 特 に 問 題 と な っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 の 問 題 点 に 着 目 し て な さ れ た も の で あ っ て 、 自 動 機 に よ っ て 釣 糸 を 平 行
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に 巻 く 作 業 が 容 易 で 、 使 用 時 に は 、 釣 糸 を 傷 つ け る こ と な く 円 滑 に 保 持 開 口 に 導 入 で き る
釣 糸 用 糸 巻 と そ の 糸 止 め バ ン ド を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 第 一 の 発 明 は 、 釣 糸 が 巻 着 さ れ る 胴 体 部 と 、 前 記 胴 体 部 の
両 側 に 立 設 さ れ る ２ つ の フ ラ ン ジ と を 備 え る 糸 巻 本 体 部 に お い て 、 一 方 の フ ラ ン ジ 内 面 に
は 、 釣 糸 の 導 入 方 向 に 向 け て 順 次 フ ラ ン ジ を 肉 厚 に し た 傾 斜 面 が 形 成 さ れ 、 且 つ 、 前 記 傾
斜 面 の 下 端 に 形 成 さ れ る 段 差 が 、 前 記 胴 体 部 の 外 周 面 の 接 線 方 向 に 沿 っ て 形 成 さ れ て い る
。 こ こ で 、 段 差 の 入 口 幅 は 、 糸 径 の １ ． ８ ～ ３ ． ０ 倍 の 範 囲 に 設 定 す る の が 好 適 で あ り 、
そ の 倍 率 は 、 糸 径 が 太 く な る ほ ど 小 さ く す る の が 良 い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 第 二 の 発 明 は 、 釣 糸 が 巻 着 さ れ る 糸 巻 本 体 部 の 胴 体 部 に 対 し て 、 弾 発 力 に よ っ て
嵌 合 さ れ る 糸 止 め バ ン ド で あ っ て 、 釣 糸 の 保 持 開 口 を 形 成 し た バ ン ド 基 端 部 に は 、 バ ン ド
本 体 よ り 肉 薄 の 部 分 が 前 記 保 持 開 口 に 至 っ て 形 成 さ れ て い る 。 本 発 明 で は 、 糸 止 め バ ン ド
に 肉 薄 部 分 が 存 在 す る の で 、 釣 糸 の 巻 着 外 面 と バ ン ド 裏 面 と の 間 に 遊 び が で き る こ と に な
り 、 釣 糸 を 保 持 開 口 に ま で 円 滑 に 誘 導 す る こ と が で き 、 不 要 な 擦 れ が 生 じ る こ と も な い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 自 動 機 に よ っ て 釣 糸 を 平 行 に 巻 く 作 業 が 容 易 で 、 且 つ 使 用 時 に 釣 糸 を
傷 つ け る こ と が な く 引 き 出 し 動 作 も 円 滑 な 釣 糸 用 糸 巻 と そ の 糸 止 め バ ン ド を 提 供 す る こ と
を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 以 下 、 実 施 例 に 基 づ い て 、 こ の 発 明 を 更 に 詳 細 に 説 明 す る 。
　 図 １ に 示 す よ う に 、 本 実 施 例 に 係 る 釣 糸 用 糸 巻 は 、 釣 糸 が 巻 着 さ れ る 糸 巻 本 体 部 １ と 、
弾 発 力 に よ っ て 糸 巻 本 体 部 １ に 嵌 合 さ れ る 糸 止 め バ ン ド ２ と で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 糸 巻 本 体 部 １ は 、 放 射 状 の 連 結 手 ３ を 備 え た 中 央 部 ４ と 、 隣 接 す る 釣 糸 が 互 い に 平 行 状
態 に 巻 着 さ れ る 胴 体 部 ５ と 、 胴 体 部 ５ の 両 側 に 立 設 さ れ る フ ラ ン ジ ６ ， ７ と で 構 成 さ れ て
い る 。 中 央 部 ４ に は 、 中 空 の 中 心 リ ン グ ８ と 、 中 心 リ ン グ ８ か ら 放 射 状 に 延 び る 連 結 手 ３
と が 設 け ら れ 、 中 心 リ ン グ ８ の 軸 方 向 一 方 側 か ら フ ラ ン ジ ６ に 連 続 し て 略 ド ー ナ ッ ツ 形 状
の 終 端 面 ９ が 形 成 さ れ て い る （ 図 ３ 、 図 ４ ） 。 な お 、 図 ３ 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 終 端 面 ９
の 一 部 は 中 心 リ ン グ ８ の 内 側 に ま で 延 長 さ れ て 、 位 置 決 め 片 １ ０ を 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 釣 糸 を 巻 着 す る 作 業 時 に は 、 こ の 位 置 決 め 片 １ ０ に よ っ て 複 数 の 糸 巻 本 体 部 １ … １ が 軸
方 向 に 整 列 さ れ 、 自 動 機 械 に よ っ て 釣 糸 が 連 続 的 に 巻 か れ る こ と に な る 。 そ し て 、 フ ラ ン
ジ ６ ， ７ に は 、 位 置 決 め 片 １ ０ の 径 方 向 外 側 に 、 そ れ ぞ れ 切 欠 部 １ １ ， １ ２ が 形 成 さ れ て
お り 、 フ ラ ン ジ ６ の 切 欠 部 １ １ か ら 糸 巻 作 業 が 開 始 さ れ （ 図 ２ ） 、 フ ラ ン ジ ７ の 切 欠 部 １
２ の 位 置 で 、 当 該 糸 巻 本 体 部 １ に 対 す る 糸 巻 作 業 が 終 わ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 フ ラ ン ジ ６ に は 、 そ の 切 欠 部 １ １ の 位 置 か ら 胴 体 部 ５ に 向 け て 釣 糸 Ｆ を 円 滑 に 導 く た め
の 糸 導 入 部 １ ３ が 、 胴 体 部 外 周 面 の 接 線 方 向 に 形 成 さ れ て い る （ 図 ４ ） 。 こ の 糸 導 入 部 １
３ は 、 具 体 的 に は 、 切 欠 部 １ １ か ら 胴 体 部 ５ に 向 け て 形 成 さ れ た 段 差 で あ る が 、 こ の 段 差
を 形 成 す る た め 、 フ ラ ン ジ 内 面 ６ Ｂ を 斜 め に 切 除 し て 傾 斜 面 １ ４ を 形 成 し て い る 。 そ し て
、 傾 斜 面 １ ４ の 下 端 １ ４ ａ に 形 成 さ れ る 三 角 形 状 の 段 差 は 、 胴 体 部 ５ の 外 周 面 に 沿 う の で
は な く 、 胴 体 部 ５ の 接 線 方 向 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 実 施 例 の 糸 導 入 部 １ ３ は 、 上 記 の 通 り に 構 成 さ れ て い る の で 、 切 欠 部 １ １ に 導 か れ た
釣 糸 Ｆ は 、 傾 斜 面 １ ４ を 滑 り 落 ち て 下 端 １ ４ ａ に お い て 安 定 し （ 図 ５ （ ａ ） ） 、 周 方 向 に
導 か れ る 過 程 で 径 方 向 内 向 き に も 偏 移 し て （ 図 ２ 、 図 ５ ） 、 円 滑 に 胴 体 部 ５ に 導 か れ る こ
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と に な る 。 こ の よ う に 、 糸 導 入 部 １ ３ は 三 角 形 状 の 段 差 と し て 形 成 さ れ る が 、 そ の 左 右 幅
が 最 大 と な る 入 口 幅 は 釣 糸 の 糸 径 に 対 応 し て 設 定 さ れ て お り 、 糸 径 が ０ ． １ ｍ ｍ の 場 合 に
は ０ ． ３ ｍ ｍ 程 度 の 入 口 幅 、 糸 径 が ０ ． ３ ｍ ｍ の 場 合 に は ０ ． ６ ｍ ｍ 程 度 の 入 口 幅 、 糸 径
が ０ ． ５ ｍ ｍ の 場 合 に は ０ ． ９ ｍ ｍ 程 度 の 入 口 幅 が 好 適 で あ る 。 す な わ ち 、 入 口 幅 は 、 糸
径 の １ ． ８ ～ ３ ． ０ 倍 の 範 囲 に 設 定 す る の が 好 ま し く 、 そ の 倍 率 は 、 糸 径 が 太 く な る ほ ど
小 さ く す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ２ や 図 ３ に 示 す よ う に 、 も う 一 方 の フ ラ ン ジ ７ の 切 欠 部 １ ２ に 連 続 し て 、 台 形 状 の 薄
肉 部 １ ５ が 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 こ の 薄 肉 部 １ ５ に 連 続 し て 径 方 向 内 向 き に 舌 片 部 １
６ が 形 成 さ れ 、 こ の 舌 片 部 １ ６ と 連 結 手 ３ と の 間 に 僅 か な 隙 間 １ ７ が 形 成 さ れ て い る （ 図
３ ） 。 し た が っ て 、 完 成 状 態 の 釣 糸 用 糸 巻 を 使 用 す る 際 、 釣 糸 Ｆ の 終 端 を 隙 間 １ ７ に 挟 み
込 ん で 保 持 す る こ と が 可 能 と な る （ 図 ７ ） 。 な お 、 薄 肉 部 １ ５ の 外 周 部 は 、 釣 糸 を 導 く 導
出 路 と し て 機 能 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 糸 止 め バ ン ド ２ は 、 そ の 幅 Ｗ が 糸 巻 本 体 部 １ の 胴 体 部 ５ の 幅 よ り や
や 狭 く 、 周 方 向 に は ２ ／ ３ 程 度 の 円 周 長 を 有 す る 略 Ｃ 字 状 リ ン グ 形 状 で あ る 。 そ し て 、 バ
ン ド 基 端 部 に は 、 幅 狭 部 ２ １ と バ ン ド 本 体 ２ ２ と 両 者 を つ な ぐ 連 結 部 ３ ０ と に よ っ て 釣 糸
の 保 持 開 口 ２ ０ が 形 成 さ れ て い る 。 な お 、 図 １ の 実 施 例 で は 、 矩 形 状 の 保 持 開 口 ２ ０ が 設
け ら れ て い る が 、 楕 円 状 や 円 状 な ど 任 意 の 形 状 の 開 口 で あ っ て 良 い の は 勿 論 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の 実 施 例 で は 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 幅 狭 部 ２ １ は 横 転 Ｊ 字 状 に 形 成 さ れ て お り 、 そ の
左 右 幅 は バ ン ド 本 体 ２ ２ の 幅 Ｗ よ り 狭 く 形 成 さ れ て い る 。 そ の た め 、 糸 止 め バ ン ド ２ を 装
着 し た 使 用 時 に は 、 幅 狭 部 ２ １ と フ ラ ン ジ 内 面 ６ Ｂ と の 間 に 釣 糸 Ｆ を 通 過 さ せ る 導 入 路 Ｓ
Ｐ （ 例 え ば ０ ． ５ ｍ ｍ 程 度 の 幅 ） が 形 成 さ れ る こ と に な る 。 な お 、 図 示 の 例 で は 、 幅 狭 部
２ １ の 後 端 ２ １ ｂ は 、 バ ン ド 本 体 ２ ２ の 長 さ 方 向 に 直 交 し て 形 成 さ れ て い る が 、 図 １ １ （
ｄ ） に 示 す よ う に 、 直 交 方 向 か ら や や 傾 斜 さ せ て 導 入 路 Ｓ Ｐ に 向 け て 誘 導 す る 形 状 と し て
も 良 い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ８ に 示 す よ う に 、 幅 狭 部 ２ １ の 先 端 は フ ッ ク 状 に 形 成 さ れ て 終 端 さ れ て お り 、 バ ン ド
本 体 ２ ２ か ら 延 び た 舌 片 ２ ２ ａ と 前 記 フ ッ ク 部 ２ １ ａ と の 間 に は 、 釣 糸 Ｆ を 通 過 さ せ る 導
入 口 ２ ３ が 形 成 さ れ て い る 。 導 入 口 ２ ３ は 、 図 示 の よ う に 釣 糸 と 同 程 度 以 上 の 大 き さ で も
良 い が 、 フ ッ ク 部 ２ １ ａ は 弾 性 変 形 可 能 で あ る の で 、 釣 糸 が 自 ら の 入 口 を こ じ 開 け る 程 度
の 狭 さ で も 良 い （ 図 １ １ （ ｅ ） ） 。 な お 、 本 実 施 例 で は 、 釣 糸 を 保 持 開 口 ２ ０ に 誘 導 す る
際 に 、 釣 糸 が 擦 れ な が ら 移 動 す る こ と が な い の で 、 導 入 口 ２ ３ を 狭 く 形 成 し て も 、 従 来 技
術 の よ う な 釣 糸 の 磨 耗 の 問 題 は 生 じ な い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 に 係 る 糸 止 め バ ン ド ２ は 、 肉 薄 部 分 に よ っ て 釣 糸 を 誘 導 し て 、 釣 糸 を 保 持 開 口 ２
０ に 導 入 す る 点 に 特 徴 が あ る 。 肉 薄 部 分 の 具 体 的 形 状 は 任 意 で あ る が 、 図 ８ に 示 す 実 施 例
で は 、 幅 狭 部 ２ １ の 全 体 を バ ン ド 本 体 ２ ２ よ り 薄 肉 に 形 成 し て い る （ 図 ８ （ ｂ ） （ ｃ ） 参
照 ） 。 例 え ば 、 バ ン ド 本 体 が １ ． ６ ｍ ｍ 厚 の 場 合 、 幅 狭 部 を ０ ． ８ ｍ ｍ 程 度 に 形 成 す る 。
こ の よ う に 構 成 し た 場 合 、 積 層 さ れ て い る 釣 糸 の 巻 着 外 面 Ｓ Ｕ Ｆ と 幅 狭 部 ２ １ の 裏 面 と の
間 に 遊 び が で き る の で （ 図 ８ （ ｂ ） ） 、 釣 糸 を 保 持 開 口 に ま で 円 滑 に 誘 導 す る こ と が で き
、 不 要 な 擦 れ が 生 じ る こ と も な い 。 つ ま り 、 図 ８ に 示 す 実 施 例 で は 、 釣 糸 は 、 幅 狭 部 ２ １
の 後 端 面 ２ １ ｂ を 何 の 抵 抗 も な く 右 向 き に 移 動 し て 導 入 路 Ｓ Ｐ に 至 り 、 幅 狭 部 ２ １ の 右 端
面 を 滑 り な が ら 保 持 開 口 ２ ０ に 導 入 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 バ ン ド 本 体 ２ ２ の 終 端 面 ２ ２ ｂ は 、 図 ８ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 緩 や か で 滑 ら か な
円 弧 状 に 形 成 さ れ て い る 。 そ の た め 、 釣 糸 Ｆ が 保 持 開 口 ２ ０ か ら 勢 い 良 く 引 き 出 さ れ て も
（ 糸 止 め バ ン ド ２ は 、 釣 糸 の 引 き 出 し に 合 わ せ て 図 ９ の 矢 印 の 向 き に 回 転 す る ） 、 バ ン ド
本 体 ２ ２ の 終 端 面 ２ ２ ｂ が 釣 糸 Ｆ を 傷 つ け る 恐 れ は な い 。 ま た 、 バ ン ド 本 体 ２ ２ の 先 端 面
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２ ２ ｃ は 丸 み を 持 っ た 傾 斜 面 に 形 成 さ れ て い る （ 図 ９ （ ｃ ） ） 。 そ の た め 、 糸 止 め バ ン ド
２ を 糸 巻 本 体 部 １ に 装 着 す る 際 に 、 糸 止 め バ ン ド ２ の 先 端 部 や 基 端 部 が 釣 糸 Ｆ を 傷 つ け る
こ と が な い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の よ う に 、 糸 止 め バ ン ド ２ の 先 端 面 ２ ２ ｃ は 、 進 行 方 向 に 向 け て 緩 や か に 肉 薄 と な る
よ う な 傾 斜 面 に 形 成 さ れ て い る の で 、 万 一 、 釣 糸 Ｆ の 巻 き 始 め 端 部 Ｓ Ｔ が 突 出 し て い た と
し て も （ 図 １ ０ （ ａ ） ） 、 糸 止 め バ ン ド ２ の 回 転 時 に 糸 止 め バ ン ド ２ は 、 釣 糸 の 巻 き 始 め
端 部 Ｓ Ｔ に 円 滑 に 乗 り 上 げ 、 糸 止 め バ ン ド ２ が 弾 き 飛 ば さ れ る 恐 れ が な い 。 す な わ ち 、 本
実 施 例 の よ う に 構 成 し て い な い 場 合 に は 、 糸 止 め バ ン ド ２ の 先 端 面 ２ ２ ｃ が 釣 糸 Ｆ の 巻 き
始 め 端 部 Ｓ Ｔ と 正 面 衝 突 す る こ と に な り 、 弾 発 力 に よ っ て 糸 止 め バ ン ド ２ が 広 が り 、 胴 体
部 ５ か ら 外 れ て し ま う 恐 れ が あ る の で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 実 施 例 に つ い て 具 体 的 に 説 明 し た が 、 特 に 本 発 明 を 限 定 す る も の で は な
く 、 発 明 の 趣 旨 を 逸 脱 す る こ と な く 各 種 の 変 更 が 可 能 で あ る 。 例 え ば 、 図 ８ の 実 施 例 で は
、 幅 狭 部 ２ １ の 全 体 を 画 一 的 に 薄 く し た が 、 図 １ １ に 示 す よ う に 、 幅 狭 部 の 存 在 し な い も
の も 含 む 任 意 形 状 の バ ン ド 基 端 部 に お い て 、 例 え ば 、 斜 線 で 示 す 部 分 を バ ン ド 本 体 ２ ２ よ
り 薄 肉 に し た の で も 良 い 。 す な わ ち 、 バ ン ド 本 体 ２ ２ よ り 肉 薄 の 部 分 が 、 バ ン ド 基 端 部 に
お い て 保 持 開 口 ２ ０ に 至 っ て 形 成 さ れ て お れ ば 足 り 、 必 ず し も 、 バ ン ド の 幅 方 向 の 全 体 に
薄 肉 部 を 設 け な く て も 良 い （ 図 １ １ （ ｂ ） ） 。 ま た 、 薄 肉 に す る 具 体 的 形 状 も 特 に 限 定 さ
れ ず 、 断 面 三 角 形 な ど 任 意 の 形 状 を 採 用 す る こ と が で き る の は 勿 論 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 図 １ 】 本 実 施 例 に 係 る 釣 糸 用 糸 巻 の 構 成 要 素 で あ る 糸 巻 本 体 部 と 糸 止 め バ ン ド と を 図 示
し た も の で あ る 。
【 図 ２ 】 糸 巻 本 体 部 の 要 部 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 釣 糸 の 引 き 出 し 部 を 示 す フ ラ ン ジ 要 部 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 釣 糸 の 導 入 部 を 示 す 図 面 で あ り 、 糸 巻 本 体 部 の 幅 方 向 中 央 で 切 断 し た 断 面 図 で あ
る 。
【 図 ５ 】 釣 糸 の 導 入 部 の 構 成 と 釣 糸 の 導 入 状 態 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 釣 糸 の 導 入 部 の 構 成 と 釣 糸 の 導 入 状 態 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 完 成 状 態 の 釣 糸 用 糸 巻 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 糸 止 め バ ン ド の 構 成 を 説 明 す る 概 略 正 面 図 （ ａ ） と 、 図 （ ａ ） の Ｂ － Ｂ 断 面 図 （
ｂ ） と 、 図 （ ｂ ） の 右 側 面 図 （ ｃ ） で あ る 。
【 図 ９ 】 釣 糸 用 糸 巻 の 使 用 状 態 を 説 明 す る 図 面 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 釣 糸 用 糸 巻 の 使 用 状 態 を 説 明 す る 図 面 で あ る 。
【 図 １ １ 】 糸 止 め バ ン ド の 別 の 形 状 と 薄 肉 部 を 示 す る 概 略 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 　 Ｆ 　 　 　 釣 糸
　 　 ５ 　 　 　 胴 体 部
　 　 ６ ， ７ 　 フ ラ ン ジ
　 　 １ 　 　 　 糸 巻 本 体 部
　 　 １ ４ 　 　 傾 斜 面
　 　 １ ４ ａ 　 傾 斜 面 の 下 端
　 　 ２ 　 　 　 糸 止 め バ ン ド
　 　 ２ ２ 　 　 バ ン ド 本 体
　 　 ２ ０ 　 　 保 持 開 口
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】
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